
総務部会（１） 

地 区 

テーマ 

意見 

アイディア 

展開を図りたい地区に○印 

（全町的な場合は無印） 特に重要

なもの
荒浜 逢隈 

吉田 
西部 

吉田 
東部 

亘理

安

全

な

ま

ち

の

形

成 

防災・消防救

急体制の充実 

【消防団の活性化】 

 消防団員の増強（現状では 500 人程度）

 

【防災訓練の充実】 

 防災訓練の回数増（特に子ども、老人を対象とした訓練）

 訓練への参加促進（いも煮などと抱き合わせ）

 防災意識の向上を図る

 防災教育の促進

【避難施設・避難環境の充実】 

 避難タワーをはじめとする避難施設の整備（一次安全確保できる空間）

 津波災害発生に備えた既存幹線道路の拡幅化による避難道路の整備 ●

 高齢者避難バスの車両の確保やルート・順番などの仕組みを整備する ●

  

【防災関連施設の整備】 

 公共ゾーンにヘリポートを整備

 防災施設の集約化・拠点化を進める（公共ゾーン）

 

【防災体制の整備・充実】 

 大災害時の初動能勢確立及び情報共有

 消防広域化による消防力の充実（亘理消防本部）

 災害時の通信・連絡を強化する（FM あおぞらの活用）

 

【治山対策等】 

 吉田西部土砂災害対策（土取場が危険） ●

 山林火災対策（万一に備えて）

 

交通安全・防

犯の推進 

【交通安全のための施設整備】 

 通学路の整備

 歩道の整備（特に旧 6 号沿い） ●

 自転車道と歩道の区別

 

【防犯施設の整備】 

 防犯カメラの設置 ● ●

 防犯灯のＬＥＤ化を進める ●

 

【交通安全・防犯推進体制の整備】 

 交通安全・防犯団体の再構築（安全安心を根付かせるための仕組みと支

える人の整備が必要）

 交通安全指導の徹底

 自転車の安全教育を徹底（イベント等をきっかけに広く周知する機会を増

やす）

 

※ …他の部会と重複している内容

キャッチフレーズ 

「絆を深める⾃治づくり」

【町（行政）】 

・活動できる場を作る 

・活動支援（人・物・金） 

【まちづくり協議会・地区】

・人を集める仕組みを作る 

（イベント等を通じて） 

・指導者や人材の育成 

【町民（住民）】 

・健康であること 

・意識を高める 

（楽しむ、参加する）

＜自治を進める・維持するための役割＞ 

第 3 回専門部会の検討結果 

総務部会（２） …… 

地 区 

テーマ 

意見 

アイディア 

展開を図りたい地区に○印 

（全町的な場合は無印） 特に重要

なもの 
荒浜 逢隈 

吉田 
西部 

吉田 
東部 

亘理 

環境・景観形成 

【エネルギー対策】 

 メガソーラーの整備

 

【 自然の保全と新たな魅力づくり 】 

 荒浜の堤防沿いや港にまとまった量の桜を植樹する（新たな観光資源） ●

 「いぐね」については保全していくべき

 亘理の里山をもっと活用すべき（日本でも珍しい亘理地塁山地）

国際交流・ 

地域間交流・ 

地区内交流の推進 

【推進方策の検討】 

 地区外専門家の意見を聞く場の設置

 

【国際交流】 

 亘理町内には外国人が比較的多くいるが、町民との交流は少ない

 警察の音楽隊によるコンサートを復活させ、それを通じて外国人の方と町

民との交流を図る

 スポーツを通じて国際交流を促進する

【地区内交流】 

 地区にある公会堂が交流の拠点となっているため、将来的にも維持して

いくことが必要（亘理・荒浜地区以外）

  

ま
ち
づ
く
り
の
基
盤
づ
く
り 

行財政 

【適正な行政区単位と財政規模の見直し】 

 行政区の規模を見直すべき（小さな行政区の統合・合併を進める）

 財政は厳しくても必要な施設については整備すべき（役場庁舎等）

  

情報化 

【情報発信基盤の充実】 

 ＦＭあおぞらの存続（防災無線でカバーできないエリアの補完として必要

である他、警察・消防情報の発信元として重要な手段であるため）
●

 

分類が難しい 
 高齢化社会に対応する高齢者の育成（高齢者による経済活性）

他の専門部会 

との調整 

 （道路・交通？）町道側溝の整備

 （道路・交通？）JR 電車本数の増加

 （コミュニティ形成？）近所付き合いの活発化（今は少ない）

 （コミュニティ形成？）各種団体役員希望者増（若い人の参画が必要）

 （公園？）住宅集中地域への小規模な広場整備（外を眺めながら休む）

 （公園？）身近な広場や公園を整備することで住みやすさの向上

 ごみの不法投棄が問題

 空き家・空き地が増えてきている

他の専門部会から

出た当該専門部会

に関連する意見 

（他の専門部会の

意見を再掲） 

 （防災？）地震の時の避難所の整備（災害弱者）

 （防災？）逃げ道を作る 片側 2 車線

 （国際交流？）町在住者（外国人）との交流（地域ごとに）

 （国際交流？）はぁーとハート亘理国際センター”Heart to Heart”

Watari International Center をつくりたい

 （交通安全？）通学路の整備充実

 地区で人を呼ぶためにはイベントなどのきっかけが必要（集まりやすい目的、

何らかの報酬やメリットがないとなかなか人は集まらない）

 人が集まるための場（拠点）が必要（集会室や自然の多い庭など）

 家に閉じこもって外に出てこない人が多いため、外に出てもらうための仕掛け

が必要（散歩コースの整備）

 自治を進めるための指導者・人材育成（担い手）が必要

 まちが生き生きするための基盤づくり（人づくり）が必要

 公民館活動をまちづくり協議会に移管して自治を促進すべき

自治を進める上で

の課題 



産業部会（１） …… 亘理のブランド化が大切 

意見 

アイディア 

展開を図りたい地区に○印 

（全町的な場合は無印） 特に重要

なもの
荒浜 逢隈 

吉田 
西部 

吉田 
東部 

亘理

農業 

ブランディング 

事業 

【イチゴランド構想】 ●

 いちご加工品の製造・販売（ブランド化）、いちご販売所、6 次産業化

 イチゴハウスを開放（いつでもイチゴ狩りが可能）

 「いちご」は東北一の生産量、新たな東北一を作り上げ活性化

（わたりブランドのいちごスイーツは商工会で開発済み）     

 名前を“亘理いちご”に、“亘理いちご”のブランド化とＰＲ

 周年出荷のイチゴ栽培    

【人づくり】    

 農業の人づくりをする場の整備     

 農業・農村の塾（百姓塾）の開催、技術・後継者育成

【農業体験の提供】     

 農産加工の体験（道の駅のとなり）

 農家に民泊して昔の農作業体験

 農業体験施設の整備

 体験農業

 農業体験と連携した、新たな道の駅のコンセプト

 減反水田での米粉用水稲の生産

【遊休農地の有効活用】 

 自家菜園、貸農園の整備

【エネルギー】 

 農業とメガソーラーの連携の推進 ●

 農業用水を活用した水力発電

 

林 業 

【バイオマス事業と荒廃林地の再生】 ● ● ●

 あまったチップをエネルギーとして活用 ● ● ●

 バイオマス（コミュニティエネルギー）、エネルギーの地産地消の推進

 木質バイオマスエネルギーの活用
● ● ●

 荒廃林地の再生（山が荒れていることが問題） ● ● ●

 高齢者や若者の知恵と力の活用（シルバー人材による間伐材の伐採、若

者の発想の活用）
● ● ●

 トレッキングコース作る→チップが出る→エネルギーとして ● ● ●

水産業 

ブランディング 

事業 

【直売】 

 朝市のような店舗の整備（集客を図る、直売があれば買いたい人はたくさ

んいそう）→定期的開催
●

 水産関係市場的店舗の整備 ●

 潮干狩り場で子どもの体験学習（定置網やワカメの種付けなど） ●

 鳥の海荘で、採った魚を料理できる施設 ●

 

【体験漁業】 

 魚のつかみ取りなどの体験施設の整備 ●

 つかみ取り、魚のレースなど ●

 漁業と観光、漁業と農業の連携強化 ●

 ふれあい市場の商品の充実 ●

 はらこ飯、ほっき飯、しゃこ飯の町内での充実（食文化）

 首都圏の料理店との連携 ●

 釣り堀等の観光公園の設置 ●

工業による 

雇用創出 

【企業誘致】 

 工業団地にグループ化させて入居

 農産物加工の工場誘致 ←排水処理の問題有り

 

【小エネルギー】 

 小火力、小水力、小バイオの整備（ソーラー発電だけに頼らない）

 

※ …他の部会と重複している内容

キャッチフレーズ 

「わたしとわたりのブランドづくり」（案）

・仙台いちごのブランドを生かしつつ、「亘理いちご」

の箱で出荷するようになれば良い 

・米の袋や魚の箱にもイチゴの絵 

・バイクのナンバープレートにイチゴの絵 

・亘理のキャラクター活用 

・イチゴの研修施設やドライイチゴ製造機器の導入

等 

・農商工連携でのイチゴ 

・大規模で雇用力のある 6 次産業化 

第 3 回専門部会の検討結果

産業部会（２） …… 亘理のブランド化が大切 

地 区 

テーマ 

意見 

アイディア 

展開を図りたい地区に○印 

（全町的な場合は無印） 特に重要

なもの 
荒浜 逢隈 

吉田 
西部 

吉田 
東部 

亘理 

販売・集客機能の

強化 

【道の駅の整備】 

 亘理の農産物、水産物も加工品もある道の駅（的販売所）の設置

 農産物、加工品、工作品の直売所の整備（悠里館、公民館のスペースに

販売場所が出来ないか、イベントの際に売り損なう事がある）
  

 亘理でブランド化された商品の販売場所がよく知られていないので他町

村から来る人によくすぐわかりやすい売りやすい場所がほしい
    

 中心市街地の活性化も考慮   ●

 亘理町を親子で１日遊べる場所・施設（道の駅）を核とする。

【ＰＲ】   

 加工品の開発、販売に加え、宣伝が重要       

   

【人材活用】     

 新規出店希望者へのセミナー       

 商業アドバイザーの県や商工会と連携

     

【場の整備】      

 多くの人数の研修会に集る場所の確保（研修会後、食事も出来る会館、

50～100 名位の会議）
      

 個人・団体でイベントする際の場所の確保  

【    】 

 各種補助制度の積極的活用

観光客の誘致 

【里山・遊歩道整備】 ● ● ●

 里山・里海整備（トレッキングコースと組み合せた観光ツアーの検討） ● ● ●

 里山づくり（遊歩道の整備） ● ● ●

 花見山＋遊歩道の設置 ● ● ●

 

【観光客誘致体制等の整備】 

 広域観光交流の促進（丸森・角田・柴田等、隣接町村とのコラボ）

 オートキャンプ場の整備 ● ●

 鳥の海の活用（イベント、キャンプ） ●

 学生の各種大会等の誘致とその推進組織の設立 ●

 誘客分析アンケート調査の実施（アンケートの協力お礼）

 亘理の集客の核をつくり、周遊のルートをつくる   

 周遊バスを観光に活用（イチゴがり用に土日も運行）

 

【ＰＲ】 

 行政と商業団体が共同で行う観光 PR

 いちご狩りの宣伝

【環境】 

 オートキャンプ場については、海岸地帯に入り込まないよう（鳴き砂）配慮

地域おこし 

【亘理のブランド化】 

 「わたりはすごい」と言われる取組（PR に最大の効果を生む）

 グローバル＋ローカルの地域おこし（亘理のブランド化）

 東北の湘南（明るく楽しいまち）

 

 

他の専門部会から

出た当該専門部会

に関連する意見 

（他の専門部会の

意見を再掲） 

 （観光・レジャー？）亘理の里山の整備

 （観光・レジャー？）里山の利用 主婦の力で農村レストラン

 （観光・レジャー？）被災を学ぶ体験学習と高齢者の仕事の支援をする、

「民泊の体験ツアー」

 （観光・レジャー？）鳥の海の海洋スポーツを

 （観光？）民宿で亘理町探索

 （観光？）亘理町内にホテルを

 （産業？）日中働ける場所が亘理に欲しい

→企業誘致の問題か？子育てしながら働く場所の問題か？

【第 2回専門部会での意見】 

 道の駅ができて、亘理の商業が衰退

しないのか。

 スマートインターに道の駅をつくる

のは、亘理町全体の利益にならない。 

 流行りや便利だけでなく、亘理町全

体を考えるべき。

【第 3回専門部会での意見】 

・道の駅で亘理の町なかが衰退するのではなく、場所（スマート

インター）が課題 

・道の駅と中心市街地をどう考えるか 

・荒浜の水産センターや逢隈のふれあいセンターと競合しない

か？ 

・福島の「四季の里」のように、水産センター、ふれあいセンタ

ー、市街地とのネットワークも効果的！ 

・道の駅よりも先に観光を充実させる必要あり 

・売るだけでなく、散策や遊べるところ（道の駅天童や上品の郷） 

・道の駅だけに商品を出すのではなく、集客のパイを増やすこと

が必要 

・山元町で壁画が発見

された



まちづくり部会 

将来像 ⇒ 

部会のキャッチフレーズ ⇒ 

大きな方針 ⇒ 

重点的取り組み ⇒ 

町の良さ・資源 ⇒ 

たくさんの人がつどう元気なまち・わたり 

みんなが輝くまち・わたり 

○交流人口の増加を図る（荒浜地区、吉田東部地区での交流拠点の形成）

○定住人口の増加を図る（亘理地区、逢隈地区、吉田西部地区での住宅市街地の形成）

○交流人口・定住人口の増加を支えるハード・ソフト基盤の整備

・道路（東西避難道路、高速道路ＩＣ・ＳＩＣ）／公共ゾーン（医療・教育を含め）

・亘理の良さのＰＲ／協議会活動の活発化・他団体との連携（まちづくりの体制づくり）

○人も気候も暖かい（東北の湘南） ○四季がはっきりとしている

○地価が安い ○ベッドタウン ○平らな地形

○海／里／山がワンセット（魚／イチゴ・リンゴ・米／山菜）

○仙台と近い ○仙台空港が近い ○高速道路とＩＣ・ＳＩＣ

人口維持（10 年後でも 34,000 人）を目指す安定したまちづくり 

－ 持続可能なまちを支える基盤づくり － 

（案１） 

（案２） 

① 荒浜地区を中心にまず魅力づくり（交流拠点づくり）：まず集中投資

② 交流人口を増やす

（魅力的な土地だと思ってもらい、それを定住につなげる） 

③ 逢隈地区を中心に定住環境づくり（定住拠点づくり）

（全町的なにぎわいづくり、定住促進につなげる） 

④ まちづくり協議会の位置づけを明確化し、住民主体のまちづくり

第 3 回専門部会の検討結果 

逢隈 

亘理 

浜吉田 

亘理ＩＣ 

鳥の海ＳＩＣ 

荒浜地区交流拠点 

マリンリゾート 
＋ 

わたり温泉鳥の海 
＋ 

総合スポーツ公園 

⇒創業にもつなげる

吉田東部地区交流拠点 

イチゴ団地（通年化） 
＋ 

観光化・6 次産業化 
＋ 

メガソーラー 

⇒創業にもつなげる

工業団地 

逢隈地区住宅市街地 

亘理地区住宅市街地 

吉田西部地区住宅市街地 

公共公益機能拠点 
住宅 
＋ 

住民サービス 
＋ 

住環境 

住宅 
＋ 

住環境 

住宅 
＋ 

農業環境 
（観光農園） 

リンゴ・牛 
＋ 

林間環境 
（トレッキング） 

山ゾーン 

交流 

里ゾーン 

定住 

海ゾーン 

交流 

東西避難道路 

東西避難道路 



【大きな方針に対応した意見・アイディアの整理】 

地 区 

テーマ 

意見 

アイディア 

展開を図りたい地区に○印 

（全町的な場合は無印） 特に重要

なもの
荒浜 逢隈 

吉田 
西部 

吉田 
東部 

亘理

交流拠点の形成 

（特に荒浜） 

【荒浜地区】 観光的要素を持った公園の整備 ●

◎

 三十三間堂遺跡公園化 ●

 阿武隈川河川敷を利用した運動公園の設置（パークゴルフ場、バーベキ

ューガーデン等）
●

 観光資源のひとつとして、町民手づくりの“動物園”（簡素な）整備

 荒浜の緑地帯に被災を思い出す山、丘の整備 ●

 つり堀等の観光公園（ひるづか周辺） ●

 スポーツ公園に合宿所を

 各種屋外スポーツの運動場の設置

【吉田東部地区】イチゴを核とした農業公園の整備 ●

 イチゴランド（産業部会） ●

 空農地を活用し市民農園化

住宅市街地の形成 

（特に逢隈） 

【定住を促進する住宅の供給】 ● ● ● ●

◎
 介護や子育てしやすい住宅の供給

 逢隈駅周辺地区の開発 ●

 高齢者を中心とするあき家の再利用（登録、一般募集して利用促進）

【住環境の向上】公園の整備 

 心のゆとりのための公園づくり

 子どもが遊べる場所の整備

 稲荷神社（長瀞地区）へのトイレの設置

 荒浜御狩屋跡地に森林と住民のいこいの公園整備

 吉田西部地区に子どものための公園整備（野球などが出来る広場）

【住環境の向上】緑道の整備 

 復興住宅、アパートに緑（並木道）の整備

 荒浜の港に並木道の整備

道路・交通基盤の

整備 

【幹線道路の整備】 

 国道の整備（右折道路を作ってほしい）（長瀞地区）

【公共交通の整備】 

 さざんか号の週末運行と列車（JR）との接続（行事が土日）

【地域間の連絡強化】 

 岩沼との連絡強化（バス）

 海岸部と山間部の連携、東西避難道路の整備（安全性と利便性の向上）

公共公益機能の 

充実 

（特に亘理） 

【公共ゾーンの整備】 

 公共公益機能拠点の整備 ●

【医療施設・商業施設整備の検討】 

 豊かな自然を生かし、自然を学べる専門学校を誘致（若い人の定住につ

なげる）

 病院、診察所の設置

 吉田地区へのスーパーの整備（イチゴ産地なので）

まちづくりの 

体制づくり 

【協働体制の構築】 

◎

 まちづくり基本条例の理解（活用）、普及と徹底

 協働のまちづくり構成員の増加、地域住民の参加促進

 ボランティア活動・NPO 活動の充実と連携強化

 指定管理制度による管理の推進

【まちづくり協議会活動の確立】 

 まちづくり協議会の立場の確立（立ち位置が不明確、行政や議会との関

係は？）

 まちづくり協議会への予算の配分（財源確保が必要）

 まちづくり協議会活動を確立するためのトレーニングの実施

 事務局スタッフの長期雇用制度（年度ごとの雇用制度をやめる）

 オープンな組織に（いろいろな人の参加と自由な意見交換）

 吉田西部地区へのまちづくり事務所の新築

※ …他の部会と重複している内容

【方針を打出しにくいテーマ】 

地 区 

テーマ 

意見 

アイディア 

展開を図りたい地区に○印 

（全町的な場合は無印） 特に重要

なもの 
荒浜 逢隈 

吉田 
西部 

吉田 
東部 

亘理 

都市計画 
【    】 

 ハード事業の促進（町に要望）

上下水道 
【    】 

 早期完成をめざす（町へ要望し、早期完成をめざす）

【他の専門部会との調整が必要な意見・アイディア】 

地 区 

テーマ 

意見 

アイディア 

展開を図りたい地区に○印 

（全町的な場合は無印） 特に重要

なもの 
荒浜 逢隈 

吉田 
西部 

吉田 
東部 

亘理 

コミュニティ形成 

【活動の場づくり】 

 学校を中心とした生活の場づくり

 町施設の借出しの簡略化

 地域住民が自由に使える場所づくり（復興支援でも復興住宅内の集会所

を使えない）

【イベントの開催】 

 各種イベントの実施による地域住民の結びつき・絆の強化（実施中）

他の専門部会 

との調整 

 （観光・レジャー？）被災を学ぶ体験学習と高齢者の仕事の支援をする、

「民泊の体験ツアー」

 （交通安全？）通学路の整備充実

 （観光・レジャー？）鳥の海の海洋スポーツを

 （福祉？）高齢者の見守り活動を行う団体の育成

他の専門部会から

出た当該専門部会

に関連する意見 

（他の専門部会の

意見を再掲） 

 （道路・交通？）町道側溝の整備

 （道路・交通？）JR 電車本数の増加

 （コミュニティ形成？）近所付き合いの活発化（今は少ない）

 （コミュニティ形成？）各種団体役員希望者増（若い人の参画が必要）

 （コミュニティ形成？）運動会を活用した地域コミュニティの活性化

 （コミュニティ形成？）スポーツを通した地域コミュニティの形成

 （公園？）住宅集中地域への小規模な広場整備（外を眺めながら休む）

 （公園？）身近な広場や公園を整備することで住みやすさの向上

 （公園？）自由に遊ばせるドッグランを公園に導入

 （公園？）多目的な公園として、遊びながら交通ルールも学べるような交

通公園の整備

 （土地利用？）スーパーの整備（子育て、介護にも通じる）

 （都市計画？）葬祭場の整備



教育部会キャッチフレーズ：ともに学び育て合う人づくり 

教育部会（１） …… 人づくりは大切 ＜未来をたくす子ども達を育てる人づくり＞ 

地 区 

テーマ 

意見 

アイディア 

展開を図りたい地区に○印 

（全町的な場合は無印） 特に重要

なもの
荒浜 逢隈 

吉田 
西部 

吉田 
東部 

亘理

学校教育 

【学校施設の整備・改善】 

 震災の経験を生かした災害に強い安全安心な学校づくり ●

 各施設等の教育環境の整備 ●

【創意ある教育課程の編成】 

 道徳教育の充実と「志教育の推進」    ●

 ICT 活用に寄る教育の質の向上    ●

 学校課題の取組継続

◇学力の向上  ◇体力の向上  ◇いじめ、不登校の対応
   ●

 特別支援教育の充実（支援員の配置） ●

 防災教育の推進と大震災の伝承

 食育と地産地消の推進（食物アレルギーへの対応も含む）    ●

【地域と結びついた教育活動】 

 亘理の歴史学習の充実（文化財めぐり） ●

 まちづくり、町政に関心を持たせる学習の機会（模擬議会など）

 職業体験事業の充実 ●

 特色ある学校づくり（学校の地域らしさ）     ●

 学習の機会と場の充実（学習支援コーディネーター事業など）     ●

【地域全体で子どもを守り育てるための環境づくり】   

 学校評議員・学校支援ボランティアの活用 ●

 子ども達の交流の場の拡充（児童館・放課後子ども教室など） ●

 地域とともに安全指導・避難訓練

 健全育成に係る地域の見守りと関係機関との連携

【人とのかかわり】 

 国際交流（地区在住外国人との交流など） ●

 他地域間交流（伊達市、日出町など） ●

 世代間・異年齢児交流

 ボランティア（リーダーシップ）の育成

幼児教育 

【就学前教育の充実】 

 保・幼・小との交流、連携（相互理解） ●

 基本的生活習慣の確立（早寝・早起き・朝ご飯） ●

 親子のふれあい

 父親・母親教室の開催（特にしつけ）

【公園の整備】 

 子どもの遊べる・学べる場の整備・活用（交通公園など）

教育部会（２） …… 人づくりは大切 ＜生涯にわたり生きがいのもてる人づくり＞ 

地 区 

テーマ 

意見 

アイディア 

展開を図りたい地区に○印 

（全町的な場合は無印） 特に重要

なもの
荒浜 逢隈 

吉田 
西部 

吉田 
東部 

亘理

生涯学習 

【活動の場の提供】 

 公民館、悠里館、図書館の有効活用 ●

 地域交流センターの有効活用 ●

 夜間に活動できる場の整備

【学習機会の充実】 

 小中高生の意見交換の場の提供（フォーラム）

 住民のニーズに答える学習機会の拡充と提供 ●

 町内の自然・歴史・産業探訪

■学校教育等については、今ま
で行ってきたことを継続する
ことが重要であり、優先順位を
つけにくい。 

文化財めぐり見学地 
◆大雄寺
・山門（町指定文化財）
・伊達成実霊屋（県指定文化財）
・亘理伊達家歴代墓所（町指定文化財） 
◆称名寺
・シイノキ（国指定天然記念物）
・スダジイ（県指定天然記念物）
◆亘理神社
・亘理要害（亘理伊達家居館）跡
◆竹の花横穴墓
◆三十三間堂官衙遺跡（国指定史跡）
◆郷土資料館

※

…他の部会と重複している内容

お年寄りの集まる場の整備については、教育部会ではない。 

第 3 回専門部会の検討結果 地 区 

テーマ 

意見 

アイディア 

展開を図りたい地区に○印 

（全町的な場合は無印） 特に重要

なもの 
荒浜 逢隈 

吉田 
西部 

吉田 
東部 

亘理 

生涯スポーツ 

【スポーツ施設の充実】 

 阿武隈川河川敷を活用したスポーツの環境整備 ●

 鳥の海温泉を中心としたスポーツ施設の環境整備（総合運動場） ● ●

 里山を活用したハイキングコースの整備 ●

 マラソン公認コースの整備

 将来的に町民体育館の新築

【スポーツを通じたまちづくり】 

 Sports for all で医者いらずの町

 いつでも、どこでも、だれもが参加できる軽運動の場の提供  ●

 ラジオ体操の啓発と推進     ●

 スポーツ推進委員、指導者の育成・確保

芸 術 

文 化 

【活動の場の充実】 

 公民館、悠里館の有効活用

 地域交流センターの有効活用

 町民文化センターの建設

 

【学習機会の拡充】 

 伝統文化の伝承・育成（亘理おんど・えんころ節など） ●

 優れた芸術文化に接する機会の拡充 ●

 多彩な文化的催し物の開催 ●

 町民歌を活用

 

文化財 

（郷土史） 

【文化財の保護・継承】 

 歴史文化資源の発掘と整備

 三十三間堂官衙遺跡周辺の整備 ● ●

 貴重な文化財の次世代への継承

 

【地域歴史教育の推進】 

 町史編纂の継続と活用 ●

 郷土資料館の充実（展示物・展示会） ●

 亘理の明治以降の歴史の掘り起こし

 

他の専門部会 

との調整 

 （観光・レジャー？）里山の利用 主婦の力で農村レストラン

・農家レストランは“人づくり”とは違うのでは？ 

・主婦たちが各地域の料理をつくるレストランなども考えられる。 

 （国際交流？）町在住者（外国人）との交流（地域ごとに）

・まちづくり協議会と連携し、イベント等で交流する。 

 （国際交流？）はぁーとハート亘理国際センター”Heart to Heart”

Watari International Center をつくりたい

・大きいものを１つ造るのではなく、小さいものを各地に設置し連携を図

る。 

・大きいものを造る“構想”よりも、小さくてすぐにはじめられるほうが良

い。既存のものを利用する。 

・亘理から出なくても、亘理で学べる場所づくり。 

・広い視野を持つリーダーの養成 

「Watari Menorah Leadership &Contribution to the Community Center」 

 （公園？）自由に遊ばせるドッグランを公園に導入

 （公園？）多目的な公園として、遊びながら交通ルールも学べるような交

通公園の整備

 （コミュニティ形成？）運動会を活用した地域コミュニティの活性化

 （コミュニティ形成？）スポーツを通した地域コミュニティの形成

他の専門部会から

出た当該専門部会

に関連する意見 

（他の専門部会の

意見を再掲） 

 （教育？）挨拶推進（さわやかな挨拶は小学校の伝統と言い切る）

 （教育？）要支援児童の教育と福祉のつながり

 （生涯学習？）公民館の活用（料理、パソコン）、夜時間帯への希望

 

 

地域間だけでなく、町全体としての取
り組みが必要。
みんなが無理なく取り組める運動。



保健福祉部会（１） 

地 区 

テーマ 

意見 

アイディア 

展開を図りたい地区に○印 

（全町的な場合は無印） 特に重要

なもの
荒浜 逢隈 

吉田 
西部 

吉田 
東部 

亘理

健康づくり 

（すべての柱の基本で

あり、町民全体に関わる

もの）

【健康づくり施設の整備】 

 健康増進センターの整備 ●

 里山ハイキングコースの整備（月山→黒森→四方山） ●

 サイクリングコースの整備 ●

 パークゴルフ場の整備 ●

 温水プールの整備 ●

 町ぐるみで継続できる仕組みづくり（定時チャイムによる独自体操・歩け

歩け運動）
◯

 

【健康づくり活動の促進】 

 サポーターの地域への交流

 散歩の奨励とポイント制の導入（歩数計の歩数で苺大福贈呈など）

 身近な活動空間の確保（各地区の空き地で健康体操の実施） ◯

 ロコモ運動推進（介護予防につなげる）

 

【集まる場所の整備】 

 各地区に小規模な集会所を整備（または空き家の借り上げ） ●

 ベンチやパラソル、四阿程度のものがある場所（スペース）で良い ●

 開放日を決めて、住民で管理（掃除）

【医療施設の整備】 

 総合病院の誘致（南東北病院のような施設）

 各種医療機関の整備（医療機関選択の制限の解消）

 

【かかりつけ医の存在】 

 身近な場所に、なんでも相談できる総合医（家庭医）がいれば良い ●

 

介護体制の充実 

【介護施設の整備】 

 身近な介護施設（デイサービス）の整備（浜吉田など） ●

 介護施設の新設（待機老人を少なくするために）

 

【介護予防の推進】 

 プールで介護予防 ●

 老人の集いの場づくり（話し合いや茶飲み会の場所づくり）

 元気な高齢者の力を生かせるしくみづくり

 

【介護支援体制の充実】 

 介護ボランティアが活動しやすい仕組みやシステムの充実（例：ボランテ

ィアポイント制の導入）
●

 自分発のボランティア（アイディアを出しながらの活動）の推進と育成

 介護人フォロー体制の整備（例：介護者への表彰など）

 介護人材センター（支援センター）の整備・構築

 介護保険料の補助（自己負担 2 割は厳しい） ◯

 認知症で自宅に居る人への対応 ◯

 老人と子どもとの共生（例：老人ホームと保育所の交流、併設）

 家庭内介護への対応・支援 ●

 自宅の建築・改修の際、介護対応の内容へは町から補助を出す

 介護する家族や被介護者が楽しめるイベントをたくさん企画する ◯

 

※ …他の部会と重複している内容第 3 回専門部会の検討結果 

保健福祉部会（２） 

地 区 

テーマ 

意見 

アイディア 

展開を図りたい地区に○印 

（全町的な場合は無印） 特に重要

なもの 
荒浜 逢隈 

吉田 
西部 

吉田 
東部 

亘理 

子育て環境の充実 

【子育て施設の整備】 

 認定こども園があれば良い

 交通の便が良い所への保育所新設（逢隈地区は圧倒的に待機児童が多

い）
●

 インター、駅近くに児童館、保育園の整備（若い人の定住促進）

 19 人以下の小規模保育所の設置

 

【子育て支援体制の充実】 

 ファミリーサポート利用料の一部町負担 ◯

 交流・情報交換の機会づくり（子育てについての話し合いを増やす）

 保育士の給与向上・正採用（保育所開所時間の延長が可能） ◯

 多様化した就労形態に応じた子育てシステム・施設整備（例：サテライト

保育…朝は一箇所で集め、その後各保育所へ分散）
●

 

障がい者支援体制

の充実 

【弱者への支援】 

 現在行っている支援の強化

 弱者に対する福祉のバックアップの強化

 二杉園（障害児福祉施設）に専門家の育成・派遣 ◯

分類が難しい 

 緒手続きの簡素化

 障害者のために集団で生活出来る場所の整備

 担当する人が同じになる。介護・保育・病人（本人）

 孤独死を防ぐための見守り体制・対策の強化

他の専門部会 

との調整 

 （防災？）地震の時の避難所の整備（災害弱者）

 （防災？）逃げ道を作る 片側 2 車線

 （教育？）挨拶推進（さわやかな挨拶は小学校の伝統と言い切る）

 （教育？）要支援児童の教育と福祉のつながり ◯

 （土地利用？）スーパーの整備（子育て、介護にも通じる） ●

 （観光・レジャー？）亘理の里山の整備

 （生涯学習？）公民館の活用（料理、パソコン）、夜時間帯への希望

 （産業？）日中働ける場所が亘理に欲しい

 （観光？）民宿で亘理町探索

 （観光？）亘理町内にホテルを

 （都市計画？）葬祭場の整備

 （教育？総務？）各地区でボランティア活動・団体の展開

 （教育？）「人権」に関する教育の徹底

 （まちづくり？）浜吉田に買い物できるところが欲しい

 （まちづくり？）遊休地（民地・公有地）の有効活用の検討

 他の部会と重なる項目を重点施策に盛り込む ●

他の専門部会から

出た当該専門部会

に関連する意見 

（他の専門部会の

意見を再掲） 

 （福祉？）高齢者の見守り活動を行う団体の育成

 
 
 


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